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７３２号

時
評　

佐
々
木
泉
顕
弁
護
士 �

 

３

町
村
長
選
挙 �

 

４

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ　

齊
藤
啓
輔
町
長 �

 

６

行
財
政
セ
ミ
ナ
ー �

 

１

鉄
道
網
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見
交
換
会 �

 

２

条
例
研
究
会 �

 

２

Contents

２

め
た
報
告
書
の
内
容
を
取
り
上

げ
、
２
０
４
０
年
頃
に
か
け
て
迫

り
来
る
我
が
国
の
内
政
上
の
危
機

と
し
て
、「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
を
享
受

し
て
き
た
三
大
都
市
圏
は
、
急
激

な
高
齢
化
局
面
に
突
入
す
る
。
特

に
東
京
圏
は
、
入
院
・
介
護
ニ
ー

ズ
の
増
加
率
が
全
国
で
最
も
高

く
、
医
療
介
護
人
材
が
地
方
か
ら

流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
指

摘
。
ま
た
、「
地
方
の
大
学
数
の

減
少
が
地
方
圏
の
若
者
の
可
能
性

を
奪
う
こ
と
と
な
り
、
教
育
の
質

の
低
下
が
、
技
術
立
国
と
し
て
国

際
競
争
で
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
」

「
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整
備

さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
今
後
老
朽
化

し
、
更
新
投
資
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
」
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
危
機
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口

縮
減
時
代
の
新
た
な
自
治
体
行
政

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

し
、
具
体
的
に
は
、「
ス
マ
ー
ト

自
治
体
へ
の
転
換
」
と
し
て
、
破

壊
的
技
術
（
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
ス
等
）
を
活
用
し
た
事
務
作
業

の
自
動
処
理
や
、
標
準
化
さ
れ
た

共
通
基
盤
を
用
い
た
効
率
的
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
へ
の
移
行
が
必
要

と
し
た
。
ま
た
、「
公
共
私
に
よ

る
く
ら
し
の
維
持
」
と
し
て
、
多

岐
に
わ
た
る
地
域
の
課
題
を
共
有

し
、
公
共
私
相
互
間
の
協
力
関
係

を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
横
串
を

通
す
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
行
政

に
は
そ
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
31
年
度
地
方
財

政
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、「
一
般
財
源
総
額
は
前

年
度
を
上
回
る
62
・
７
兆
円
を
確

保
で
き
た
。
地
方
税
が
増
収
と
な

る
中
、
地
方
交
付
税
も
前
年
度
を

上
回
る
16
・
２
兆
円
を
確
保
し
、
７

年
ぶ
り
の
増
額
と
な
っ
た
。
地
方

税
と
地
方
交
付
税
が
と
も
に
増
加

し
た
こ
と
で
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
大
幅
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
一
般
財
源
の
質
の
改
善

も
図
ら
れ
た
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
個
別
の
課
題
と
し
て
、
幼

児
教
育
の
無
償
化
に
係
る
財
源
の

確
保
や
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
３
カ
年
緊
急
対
策
の
推

進
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

道
町
村
会
は
２
月
12
日
、
全
国
町
村
会
館
で
総
務
省
の
林
﨑
理
自

治
財
政
局
長
を
講
師
に
招
き
、
行
財
政
セ
ミ
ナ
ー
＝
写
真
＝
を
開
催

し
た
。
平
成
31
年
度
地
方
財
政
対
策
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
動
き
や

今
後
の
見
通
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
出
席
し
た
14
地
区
町
村
会
長
ら
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

林
﨑
局
長
は
「
平
成
31
年
度
地

方
行
財
政
の
展
望
」
と
題
し
た
講

演
で
、
総
務
省
の
「
自
治
体
戦
略

２
０
４
０
構
想
研
究
会
」
が
ま
と

林﨑自治財政局長を招き行財政セミナーを開催
総務省
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道
町
村
会
は
１
月
30
日
、
道
自

治
会
館
で
平
成
30
年
度
第
２
回
北

海
道
町
村
会
条
例
研
究
会
＝
写
真

＝
を
開
催
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
講
師
と
し
て
迎

え
た
全
国
町
村
会
法
務
支
援
室
長

の
西
ヶ
谷
尚
人
弁
護
士
か
ら
、
平

成
32
年
４
月
か
ら
の
地
方
公
務
員

法
及
び
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り

新
た
な
任
用
形
態
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
勤
務
条
件
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。特
記
事
項
は
次
の
と
お
り
。

①
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

　

員
の
給
料
表
に
つ
い
て

　

常
勤
の
保
育
士
等
に
対
し
て

も
、
行
政
職
給
料
表
を
適
用
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
で
は
、
給
料
表
の

１
級
１
号
給
を
基
礎
額
と
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
自
治
体
で
行
政
職
給
料
表
の
１

級
１
号
給
を
基
礎
額
と
す
る
と
、

特
に
実
務
経
験
の
な
い
保
育
士
等

を
採
用
す
る
場
合
、
学
歴
を
加
味

し
た
と
し
て
も
給
料
水
準
が
大
き

く
下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
人
材
確
保
に
困
難
が
生
ず

る
場
合
も
あ
り
得
る
。
こ
う
し
た

事
態
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
、

「（
保
育
等
の
）
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
を
理

由
に
、
初
任
給
の
号
給
設
定
を
引

き
上
げ
る
と
い
う
措
置
も
考
え
ら

れ
る
。

②
区
長
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　

区
長
を
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
任
用
す
べ
き
か
判
断
し
か
ね

て
い
る
自
治
体
が
多
い
。
広
報
誌

の
配
布
と
い
っ
た
区
長
の
業
務

は
、
新
地
方
公
務
員
法
３
条
３
項

３
号
の
業
務
に
は
該
当
せ
ず
、
ま

た
、「
命
令
に
従
う
義
務
」
や
「
信

用
失
墜
行
為
の
禁
止
」
な
ど
と

い
っ
た
服
務
を
課
す
の
が
不
適
当

で
あ
り
、
労
務
管
理
に
適
さ
な
い

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で

は
な
く
、「
委
託
」
や
「
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
整
理
す
る

こ
と
が
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

③
要
綱
で
設
置
し
た
委
員
会
等
の

　

構
成
員
の
位
置
づ
け

　

附
属
機
関
は
地
方
自
治
法
１
３

８
条
の
４
第
３
項
に
基
づ
き
、
法

令
又
は
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

組
織
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
要

綱
で
設
置
さ
れ
た
委
員
会
等
は
、

附
属
機
関
で
は
な
く
私
的
諮
問
機

関
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
の

が
一
般
的
な
見
解
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
各
団
体
に
お
い

て
、
組
織
の
性
質
上
、「
附
属
機
関
」

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
現
在
要

綱
で
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
等

は
、
条
例
に
設
置
根
拠
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

　

附
属
機
関
の
構
成
員
の
身
分
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
３
条

３
項
２
号
で
規
定
す
る
特
別
職
非

常
勤
職
員
と
な
る
が
、
私
的
諮
問

機
関
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
特

別
職
非
常
勤
職
員
に
は
該
当
せ

ず
、
私
人
と
し
て
整
理
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

第
２
回
道
町
村
会
条
例
研
究
会
を
開
催

　

道
町
村
会
は
２
月

12
日
、
全
国
町
村
会

館
で
鉄
道
網
の
あ
り

方
に
関
す
る
意
見
交

換
会
＝
写
真
＝
を
開

催
し
、
オ
ー
ル
北
海
道

に
よ
る
鉄
道
の
利
用
促

進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
会
議
に
は

14
地
区
町
村
会
長
な

ど
の
ほ
か
、
道
か
ら
窪

田
副
知
事
、
黒
田
交
通

企
画
監
が
出
席
し
た
。

　

鉄
道
の
利
用
促
進

に
つ
い
て
は
、
昨
年
12

月
に
道
、
道
市
長
会
、

道
町
村
会
の
ほ
か
、

経
済
・
観
光
・
産
業
・

医
療
・
教
育
分
野
の
全
道
的
団
体

な
ど
で
構
成
す
る
「
北
海
道
鉄
道

活
性
化
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

道
民
の
日
常
利
用
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
は
じ
め
と
す
る
来
道
観
光
客

の
一
層
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

会
議
で
は
ま
ず
、
道
か
ら
協
議

会
設
立
以
降
の
事
業
実
施
状
況
と

し
て
、
道
民
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
（
６
０
０
人
来
場
）

や
交
通
・
観
光
振
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
特
別
な
観
光
列
車
の
運
行

（
富
良
野
線
・
宗
谷
線
及
び
釧
網

線
）
、
来
道
外
国
人
観
光
客
向
け

商
品
「
北
海
道
レ
ー
ル
パ
ス
」
の

利
用
回
復
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

鉄道網のあり方に関する意見交換会

オール北海道による鉄道の利用促進について意見交換

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
①
道
民
の
利

用
拡
大
（
普
及
啓
発
や
ノ
ー
カ
ー

デ
ー
な
ど
）
、
②
道
外
・
海
外
観

光
客
の
利
用
拡
大
（
観
光
列
車
の

実
用
化
に
向
け
た
検
討
な
ど
）、

③
国
民
的
理
解
・
応
援
機
運
の
醸

成
（
首
都
圏
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
な
ど
）
の
観
点
で
事
業
を

検
討
し
て
い
く
考
え
を
示
し
、
引

き
続
き
、
地
域
の
協
力
を
求
め
た
。

　

意
見
交
換
で
は
出
席
者
か
ら
、

「
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
沿
線
内

で
も
そ
れ
ぞ
れ
温
度
差
が
あ
る
。

オ
ー
ル
北
海
道
で
各
団
体
が
同
じ

ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
か
が
課
題
。
相
当
真
剣
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
「
路
線
維
持
と
利

用
促
進
は
両
輪
。
路
線
維
持
に
関

す
る
基
本
的
な
環
境
条
件
が
整
わ

な
い
と
利
用
促
進
に
は
繋
が
ら
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
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行
政
ク
レ
ー
マ
ー
と
児
童
虐
待

　

私
が
小
学
生
の
頃
、
学
校
の
先

生
は
絶
対
的
な
権
威
を
有
し
て
い

た
。
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
生
徒

を
殴
っ
て
も
、「
体
罰
！
」
な
ど
と

誰
も
騒
が
な
か
っ
た
し
、
下
手
に

親
に
言
い
つ
け
た
り
す
る
と
、「
先

生
に
殴
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し

た
お
前
が
悪
い
！
」
と
怒
ら
れ
て
、

親
か
ら
も
殴
ら
れ
る
羽
目
に
な
っ

た
。
ま
し
て
や
教
育
委
員
会
に
物

申
す
こ
と
な
ど
、
お
よ
そ
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

他
方
で
民
間
企
業
に
対
し
て
は
、

誰
も
遠
慮
し
た
り
我
慢
し
な
か
っ

た
か
ら
、
ホ
テ
ル
業
界
な
ど
は
ク

レ
ー
マ
ー
対
応
に
習
熟
し
て
お
り
、

あ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
顧
客
と
し
て

対
応
す
る
が
、
一
線
を
越
え
た
場

合
に
は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
対
応

せ
ず
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
り
、
対
応
を
一
任
す
る
と

い
っ
た
方
策
を
と
っ
て
企
業
防
衛

を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
学

校
や
教
育
委
員
会
は
、
長
い
間
「
権

威
あ
る
存
在
」
で
あ
っ
た
が
故
に

ク
レ
ー
マ
ー
対
応
に
不
慣
れ
で
あ

る
。

　

近
年
、
行
政
ク
レ
ー
マ
ー
で
あ

る
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
対
応

に
関
す
る
相
談
件
数
が
急
増
し
て

い
る
が
、
大
き
く
次
の
二
つ
の
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
る
。

①
溺
愛
型
→
と
に
か
く
自
分
の
子　

的
言
動
を
行
う
タ
イ
プ

　

私
は
、
①
に
対
し
て
は
、
正
し

い
情
報
を
伝
え
て
安
心
さ
せ
る
よ

う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
が
、
②
に

対
し
て
は
、
要
求
に
屈
す
る
こ
と

な
く
、
脅
迫
的
言
動
に
つ
い
て
は

警
告
文
書
を
送
付
し
、
警
察
等
の

外
部
機
関
と
連
携
の
上
で　

毅
然

と
し
た
対
応
が
不
可
避
で
あ
っ
て
、

供
が
一
番
で
、
自
分
の
子
供
が
差
別

さ
れ
た
り
い
じ
め
ら
れ
て
い
な
い
か

不
安
で
仕
方
が
な
く
、
し
つ
こ
く

情
報
提
供
を
求
め
る
タ
イ
プ
。

②
粗
暴
型
→
学
校
に
過
大
な
要
求

を
し
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場

合
に
は
大
声
を
出
し
た
り
、
訴
訟

提
起
を
ほ
の
め
か
し
な
が
ら
脅
迫

法
令
遵
守
を
徹
底
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　

野
田
市
教
育
委
員
会
は
、
女
児

の
作
成
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
虐

待
行
為
が
疑
わ
れ
る
当
の
父
親
に

渡
す
と
い
う
信
じ
が
た
い
法
令
違

反
行
為
を
行
っ
た
。
父
親
の
大
声

や
名
誉
毀
損
訴
訟
を
起
こ
す
と
い

う
威
圧
的
な
態
度
に
屈
し
た
と
弁

明
し
て
い
る
が
、
か
よ
う
な
典
型

的
粗
暴
型
タ
イ
プ
で
虐
待
の
疑
い

の
あ
る
者
に
女
児
の
訴
え
内
容
を

開
示
し
た
ら
、
一
体
ど
の
よ
う
な
悲

惨
な
結
果
に
な
る
か
を
誰
も
想
像

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
時
に
毅
然
と
し
た
対
応
を
し
て

い
れ
ば
、
父
親
の
虐
待
行
為
へ
の

抑
止
的
効
果
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ

り
誠
に
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

ク
レ
ー
マ
ー
対
応
に
不
慣
れ
な

た
め
、
公
務
員
は
ク
レ
ー
マ
ー
に

必
要
以
上
に
怯
え
て
い
る
。
法
令

遵
守
が
要
求
さ
れ
る
の
は
ク
レ
ー

マ
ー
も
同
じ
で
あ
る
。
公
務
員
の

方
に
は
、
大
切
な
子
供
の
命
を
守

る
た
め
に
も
、
法
令
遵
守
を
徹
底

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
願
う
。

 
佐
々
木  

泉 

顕

　

（
北
海
道
町
村
会
顧
問
弁
護
士
） 

　

全
国
町
村
会
主
催
の
都
道
府
県

　

全
国
町
村
会
は
１
月
24
日
に
全

国
町
村
会
館
で
開
催
し
た
都
道
府

県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
に
お

い
て
、
多
年
に
わ
た
り
町
村
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
し
た
関
係
者
を

「
自
治
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
し
た
。

　

道
内
か
ら
は
、
現
職
町
村
長
と

し
て
菅
原
浜
頓
別
町
長
、
関
小
平

町
長
の
２
人
、
退
職
町
村
長
と
し

て
北
前
奈
井
江
町
長
が
受
賞
し
た
。

　

浜 

頓 

別 

町 

長　

菅 

原 

信 

男

　

小 

平 

町 

長　

関　

 

次 

雄

　

前
奈
井
江
町
長　

北　

 

良 

治

町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
が
１
月

24
日
、
全
国
町
村
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

交
流
会
に
は
各
都
道
府
県
町
村

会
の
正
副
会
長
、
事
務
局
長
な
ど

約
１
７
０
人
が
集
ま
り
、
道
町
村

会
か
ら
は
髙
橋
副
会
長
（
本
別
）
、

大
森
副
会
長
（
木
古
内
）、
工
藤

副
会
長（
豊
富
）、宮
坂
副
会
長（
厚

真
）
の
各
町
長
と
山
内
事
務
局
長

が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
来
賓
の
古
賀
総
務
大
臣

政
務
官
と
櫻
井
全
国
町
村
議
会
議

長
会
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
そ
の
後
、
自
治
功
労
者
へ
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
宗
教
学
者
の
山
折
哲
雄

氏
が
「
日
本
文
明
と
は
何
か
」
と

題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、
出
席
者

が
各
地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

交
流
を
深
め
た
。

都
道
府
県
町
村
会
の

正
副
会
長
が
交
流

町
村
長
（
３
期
・
２
人
）

全
国
町
村
会
表
彰

平
成
30
年
度

退
職
町
村
長
（
８
期
・
１
人
）

ン
グ
や
敬
語
の
使
い
方
、
ワ
ン
セ

ン
テ
ン
ス
毎
に
目
線
を
移
す
こ
と

な
ど
受
講
者
の
心
に
残
る
研
修
と

な
る
よ
う
話
す
た
め
の
ト
ー
タ
ル

ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
演
習
を
通
じ

て
具
体
的
に
説
明
し
た
。

研
修
講
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
開
催

　

道
町
村
会
は
１
月
31
日
、
北
農

健
保
会
館
（
札
幌
市
）
で
地
区
町

村
会
が
実
施
す
る
中
級
職
員
研
修

に
お
け
る
講
師
登
壇
経
験
の
あ
る

者
の
研
修
指
導
技
術
の
向
上
を
目

的
と
し
た
研
修
講
師
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
、
全
道
各

地
区
か
ら
19
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
で
は
、
（
一
社
）
日
本
経

営
協
会
専
任
講
師
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐

藤
み
ゆ
き
氏
が
、
「
受
講
者
を
引

き
つ
け
る
、
受
講
者
に
分
か
り
や

す
い
講
師
と
し
て
の
話
し
方
を
学

ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
っ
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
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①
昭
和
38
年

３
月
17
日
生
②

倶
知
安
町
出
身

③
北
海
学
園
北

見
大
学
卒
④
１

回
当
選

倶
知
安
町
長

   

文も
ん 

字じ　

一か
ず 

志し

　

平
成
27
年
４
月
町
総
合
政
策
課

長
、
平
成
30
年
４
月
町
福
祉
医
療

課
長
、
平
成
31
年
１
月
倶
知
安
町

長
初
当
選

　

１
・
２
月
は
４
町
村
で
選
挙
が

行
わ
れ
、
２
町
村
で
現
職
が
再
選

を
果
た
し
、
２
町
で
新
人
が
初
当

選
を
果
た
し
た
。

　

１
月
15
日
に
告
示
さ
れ
た
後
志

管
内
倶
知
安
町
長
選
は
、
現
職
の

西
江
栄
二
氏
と
新
人
で
前
町
福
祉

医
療
課
長
の
文
字
一
志
氏
の
選
挙
戦

と
な
り
、
20
日
開
票
の
結
果
、
新
人

の
文
字
氏
が
初
当
選
を
果
た
し
た
。

１
・
２
月
の
町
村
長
選
挙

　

①
昭
和
32
年

７
月
20
日
生
②

西
興
部
村
出
身

③
興
部
高
等
学

校
卒
④
２
回
当

選

西
興
部
村
長

   

菊き
く 

池ち 　

博

　

平
成
21
年
５
月
オ
ホ
ー
ツ
ク
は

ま
な
す
農
業
協
同
組
合
参
事
、
平

成
27
年
１
月
西
興
部
村
長
初
当

選
、
平
成
31
年
１
月
２
選

ひ
ろ
し

　

①
昭
和
29
年

９
月
21
日
生
②

増
毛
町
出
身
③

専
修
大
学
卒
④

２
回
当
選

　

平
成
25
年
４

増
毛
町
長

   

堀ほ
り 　

雅ま
さ 

志し

月
町
税
務
町
民
課
長
、
平
成
27
年

２
月
増
毛
町
長
初
当
選
、
平
成
31

年
１
月
２
選

　

①
昭
和
33
年

11
月
20
日
生
②

知
内
町
出
身
③

函
館
大
学
附
属

有
斗
高
等
学
校

卒
④
１
回
当
選

知
内
町
長

   

西に
し 

山や
ま　

和か
ず 

夫お

　

平
成
10
年
５
月
知
内
町
漁
業
協

同
組
合
代
表
幹
事
、
平
成
15
年
１

月
町
議
会
議
員
、
平
成
31
年
２
月

初
当
選

倶知安町 ・ 文字氏

２選

初当選

西興部村 ・ 菊池氏

増 毛 町 ・  堀 氏

知 内 町 ・ 西山氏

　

同
じ
く
、
１
月
15
日
に
告
示
さ

れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
西
興
部
村

長
選
は
、
現
職
の
菊
池
博
氏
以
外

に
届
け
出
が
な
く
、
同
氏
の
無
投

票
再
選
が
決
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
１
月
28
日
に
告
示
さ
れ
た

留
萌
管
内
増
毛
町
長
選
は
、
現
職
の

堀
雅
志
氏
以
外
に
届
け
出
が
な
く
、

同
氏
の
無
投
票
再
選
が
決
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
１
月
29
日
に
告
示
さ
れ

た
渡
島
管
内
知
内
町
長
選
は
、
現

職
の
大
野
幸
孝
氏
と
新
人
で
前
町

議
の
西
山
和
夫
氏
の
選
挙
戦
と
な

り
、
２
月
３
日
開
票
の
結
果
、
新
人

の
西
山
氏
が
初
当
選
を
果
た
し
た
。

　広報広聴技術研究会実行委員会（委員長・柴田道町村会常務理事）は１月２５日、道

自治会館で第６５回北海道広報コンクール審査会を開催し、平成３０年１月から１２月

までに市町村及び関係団体が発行した広報誌（紙）、広報写真などの特選・入選作品の

選考を行った＝選考結果は下記（町村のみ）＝。

芽室町、鷹栖町、当麻町

●特選（広報誌（紙）/ 町村の部）
　「すまいる ｓｍｉｌｅ ６月号」
  芽室町

●特選（広報写真 組写真 /
                   市町村の部）
　「広報たかす ９月号」
  鷹栖町

第６５回北海道広報コンクール審査会
が特選に決定

広報誌（紙）（町村の部）
●特選＝芽室町

〇入選＝鷹栖町

　　　　妹背牛町

　　　　比布町

　　　　当麻町

広報写真　一枚写真（市町村の部）
〇入選＝鷹栖町

広報写真　組写真（市町村の部）
●特選＝鷹栖町

〇入選＝洞爺湖町

　　　　当麻町

映像（市町村の部）
●特選＝当麻町

選考結果

6
2018№805

町民参加型
18,671人でつくる！芽室町の総合情報誌

特集　生活サポート

15 takasu public relations 2018.9

夏
　８月４・５日、第 24 回目となる「たかす熱夏フェスタ 2018」が

開催され、２日間で 9,000 人を超える方が来場しました。

　前夜祭・本祭ともに晴天となり、露天には飲食物を買い求める客

の行列ができました。また、アンパンマンショーやダンス、ディス

コナイトなどのイベントも、大勢の観覧者が集まり大盛況となりま

した。

たかす熱夏フェスタ 2018

世界で一番 熱い

15 takasu public relations 2018.9
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10
日　

▼
町
村
負
担
金
等
審
議
委

　

員
会
▼
全
道
地
区
町
村
会
事
務　

　

局
長
会
議
及
び
研
修
会

15
日　

▼
会
長
年
頭
あ
い
さ
つ

21
日　

▼
過
疎
地
域
を
考
え
る
懇

　

話
会
（
標
津
町
長
）
▼
北
海
道

　

オ
リ
パ
ラ
の
会
常
任
幹
事
会

　

（
常
務
理
事
）

23
日　

▼
北
海
道
東
北
六
県
町
村　

　

会
会
長
会
議
（
東
京
都
・
会
長

　

ほ
か
）

24
日　

▼
全
国
町
村
会
正
副
会
長

　

会
・
全
国
自
治
協
会
理
事
会
・

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

理
事
会
（
東
京
都
・
会
長
）
▼

　

全
国
町
村
会
理
事
会
・
政
務
調

　

査
会
行
政
委
員
会
（
東
京
都
・

　

事
務
局
長
）
▼
都
道
府
県
町
村

　

会
正
副
会
長
交
流
会
（
東
京
都
・

　

本
別
町
長
・
木
古
内
町
長
・
豊

　

富
町
長
・
厚
真
町
長
ほ
か
）

25
日　

▼
北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー

　

ル
審
査
会
（
常
務
理
事
）
▼
北

　

海
道
教
育
会
議
・
教
育
懇
談
会

　

（
常
務
理
事
）

30
日　

▼
北
海
道
町
村
会
条
例
研

　

究
会
▼
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

　

会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
・
ア
イ
ス

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
開
始
式
（
釧

　

路
市
・
会
長
）

31
日　

▼
研
修
講
師
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

　

プ
研
修

１
月
の
活
動
日
誌

北
海
道

町
村
会

注）サービスのご利用時は、事前に必ず下記フリーダイヤルまでご連絡ください。
　　本修理や部品交換などの応急処置を超える修理費用は契約者のご負担（有料）となります。

　トラブル・故障でお困りの際に、下記の専用フリーダイヤルにお掛けいただくと、

専門業者を手配します（２４時間受付）。

火災・自動車共済契約者様へ

共済契約に自動付帯されるサービスのお知らせ 

＜問い合わせ先＞ 

  　火災・自動車共済の「加入のご案内」を北海道町村会ホームページ（http://www.h-chosonkai.gr.jp/）

 　 災害共済部の全国町村職員生活協同組合共済事業に掲載しておりますのでご参照ください。

　　　   全国町村職員生活協同組合北海道支部（北海道町村会災害共済部）　

　　　　   　〒 060-0004 札幌市中央区北４条西６丁目 北海道自治会館６階
　　　　  　 ☎ 011-241-7184 （受付時間 :平日の午前８時４５分～午後５時３０分まで）　

〇鍵のトラブル処置が無料
   ①一般的な住宅鍵の解錠・破綻

   ②その他鍵周りのトラブル対応　など

ホームアシスタンスサービス
　　☎ ０１２０－２２８－１１９ （専用フリーダイヤル）

　〇水廻りのトラブル処置が無料　　

　　  ①水漏れ応急修理　　②排水口の詰まり除去 

　　  ③水栓パッキン交換　④その他水廻りトラブルの応急修理

　　  ⑤トイレの詰まり除去 など

　　　  ※給排水管の凍結を原因とする場合は対象外 

サービス内容

　〇応急処置（１回につき３０分程度の作業費用が無料）

　　　　（主な事例）

　　　　　 ・雪道スタックからの引き出し

　　　　　 ・バッテリー上がり時のジャンピング

　　　　　 ・キー閉じ込み時の鍵開け

　　　　　 ・パンク時のスペアタイヤ交換

　　　　　 　※チェーン脱着作業は対象外

ロードサービス
　　☎ ０１２０－３６５－９００ （専用フリーダイヤル）

　〇レッカーけん引
　　  （１回につき１００㎞まで無料）

　〇燃油切れ時の給油サービス
　　  （１回につき最大１０リットルまで無料）

サービス内容

（火災共済に自動付帯）

（自動車共済に自動付帯）
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食の都よいち

余市町長 齊藤　啓輔

　ニッカウヰスキーでおなじみ、ジャパニーズウ

イスキーの聖地・余市町は、リンゴやぶどうなど

の生産量は全道一を誇り、さらにはウニ、イクラ、

エビなどの海の幸にも恵まれた食の宝庫であると

いえます。特にワイン用ぶどうは北海道の生産量

の５０％を占め、ワイナリーの数も着実に増え続

けていて、世界にマーケットが広がるワインの町

としても注目を集めています。

　飲んで食べての食の都・余市。

　冒頭では本町は食の宝庫であるとしましたが、

本町の宝はそれを支える人たちであります。世界

的にも注目を集めるワインの造り手、魚の鮮度を

保ったまま出荷流通ができる放血神経締めという

究極の血抜き技術を持ったスーパー漁師さん、ト

マトなどの野菜の栽培における独自のこだわり生

産技術を持ったスーパー農家さん、さらには北海

道を代表するような料理人も居住しています。こ

ういった人たちと共に先人達の故きを温ね、新し

きを知り、挑戦し、さらなる価値を求めたいと思っ

ております。

　昨年１２月８日の高速道路後志自動車道余市Ｉ

Ｃの開通なども追い風となり、大消費地である札

幌圏、一大リゾート地であるニセコエリアという

インバウンド拠点までの距離もさらに短く縮まっ

ております。

　この機会を逃すことなく、食の都としての余市

の発信に積極的に取り組み、本町の持つ可能性を

しっかり発揮できるような施策の展開をしていき

たいと思います。

　ここまで食の都として本町を紹介いたしました

が、もちろんそれ以外の分野でもポテンシャルは

十分に秘められており、その価値を見出し、向上

させていくことが本町の首長である私の責務で

す。町民が、わくわくを感じられるよう、そして

そのわくわくを北海道中、日本中、世界中へと波

及することができるよう努めてまいりたいと思い

ます。

（次は、新冠町長の鳴海修司氏にバトンタッチします。）

町村 ＰＴ Ｃ
ＳＩＯ

　本町は、天売島で繁

殖する海鳥をはじめ

とした自然の豊かな

町です。町の特色でも

ある海鳥を取りまく、

地域の自然環境を守

る取組を進めるため、

地元の産業団体や行

政等が連携し、「羽幌

シーバードフレンドリー（ＳＢＦ）認証制度」を

創設しました。

　羽幌ＳＢＦ認証制度とは、地域で環境に配慮し

た取組を行っている事業者を、「海鳥に優しい取り

組みを行う事業者」として認証し、ロゴマーク（写

真）の表示や啓発活動を通して販売商品等をＰＲ

し、事業者の取組継続を応援するものです。海鳥

をシンボルとして「環境保全」と「産業振興」の

両立を目指した全国初の取組です。

環境に配慮する事業者として認証！
羽幌シーバードフレンドリー認証制度を創設

　「清水町はいい男も豊作です。」をキャッチフレー
ズに、結婚や出会いを意識する独身男性を紹介する
「清水男子図鑑」を発刊しました。
 本町の基幹産業である農業はもちろん製造業、福
祉関係、ラーメン店、僧侶など掲載されている男子
の仕事や年齢は様々です。図鑑では彼らが生き生き
と職場で働く姿や、私服姿をファッション誌風にま
とめ、仕事のやりがい、休日の過ごし方などを紹介
しています。
 コイノヨカンプロジェクトのコンセプトはまちぐ
るみの「素敵なおせっかい」。役場職員９人と町民
１２人の「出
会 い サ ポ ー
ター」がタッ
グを組み、こ
れからも独身
男女の背中を
後押ししてい
きます。

男子図鑑で婚活支援
～コイノヨカン（恋の予感）プロジェクト始動

羽幌町 清水町


